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【公開日】令和2年6月25日(2020.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2020-025
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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３３Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　少なくとも前記有利状態に制御される確率が異なる有利設定値と不利設定値とを含む複
数段階の設定値のうちのいずれかの設定値に設定可能な設定手段と、
　前記有利状態に制御することを判定するための判定用乱数値を生成可能な判定用乱数値
生成手段と、
　前記判定用乱数値生成手段にて生成された判定用乱数値と、前記設定手段にて設定され
ている設定値に対応する有利状態判定値とにもとづいて、前記有利状態に制御することを
判定する有利状態判定手段と、
　前記有利状態判定手段によって前記有利状態に制御すると判定されたことにもとづいて
前記有利状態に制御可能な遊技制御手段と、
　遊技者による動作を検出する検出手段と、
　予め定められた有効期間中に前記検出手段により動作が検出されたときに、該動作が検
出されたことを判定する手動判定手段と、
　前記有効期間中に前記検出手段により動作が検出されないときでも、前記検出手段によ
って動作が検出されたと判定する自動判定手段と、
　前記手動判定手段または前記自動判定手段により前記検出手段によって動作が検出され
たと判定されたことに基づいて、設定値の設定に関連した示唆を行う示唆演出を実行可能
な示唆演出実行手段と、を備え、
　前記有利状態判定値の数が設定値に応じて異なることにより、前記有利状態に制御され
る確率が異なり、
　前記有利状態判定値は、所定の数値範囲において、前記設定手段にて設定可能な前記複
数段階の設定値で共通の共通数値範囲が少なくとも設定されており、
　前記有利設定値の前記有利状態判定値は、所定の数値範囲において、前記共通数値範囲
と、前記不利設定値の前記有利状態判定値では設定されていない非共通数値範囲とを含ん
で設定されており、
　前記共通数値範囲と前記非共通数値範囲とは、所定基準値から連続した数値範囲となる
ように設定され、
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　前記示唆演出実行手段は、
　　前記示唆演出として、第１示唆演出と第２示唆演出とを実行可能であり、
　　前記手動判定手段による判定を有効にするとともに前記自動判定手段による判定を有
効にして前記第１示唆演出を実行し、
　　前記手動判定手段による判定を有効にする一方で前記自動判定手段による判定を無効
にして前記第２示唆演出を実行する、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（Ａ）　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　少なくとも前記有利状態に制御される確率が異なる有利設定値と不利設定値とを含む複
数段階の設定値のうちのいずれかの設定値に設定可能な設定手段と、
　前記有利状態に制御することを判定するための判定用乱数値を生成可能な判定用乱数値
生成手段と、
　前記判定用乱数値生成手段にて生成された判定用乱数値と、前記設定手段にて設定され
ている設定値に対応する有利状態判定値とにもとづいて、前記有利状態に制御することを
判定する有利状態判定手段と、
　前記有利状態判定手段によって前記有利状態に制御すると判定されたことにもとづいて
前記有利状態に制御可能な遊技制御手段と、
　遊技者による動作を検出する検出手段と、
　予め定められた有効期間中に前記検出手段により動作が検出されたときに、該動作が検
出されたことを判定する手動判定手段と、
　前記有効期間中に前記検出手段により動作が検出されないときでも、前記検出手段によ
って動作が検出されたと判定する自動判定手段と、
　前記手動判定手段または前記自動判定手段により前記検出手段によって動作が検出され
たと判定されたことに基づいて、設定値の設定に関連した示唆を行う示唆演出を実行可能
な示唆演出実行手段と、を備え、
　前記有利状態判定値の数が設定値に応じて異なることにより、前記有利状態に制御され
る確率が異なり、
　前記有利状態判定値は、所定の数値範囲において、前記設定手段にて設定可能な前記複
数段階の設定値で共通の共通数値範囲が少なくとも設定されており、
　前記有利設定値の前記有利状態判定値は、所定の数値範囲において、前記共通数値範囲
と、前記不利設定値の前記有利状態判定値では設定されていない非共通数値範囲とを含ん
で設定されており、
　前記共通数値範囲と前記非共通数値範囲とは、所定基準値から連続した数値範囲となる
ように設定され、
　前記示唆演出実行手段は、
　　前記示唆演出として、第１示唆演出と第２示唆演出とを実行可能であり、
　　前記手動判定手段による判定を有効にするとともに前記自動判定手段による判定を有
効にして前記第１示唆演出を実行し、
　　前記手動判定手段による判定を有効にする一方で前記自動判定手段による判定を無効
にして前記第２示唆演出を実行する。
　（１）　遊技者にとって有利度の異なる複数の設定値（例えば、１～６の設定値）のう
ちいずれかの設定値に設定可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　遊技者による動作（例えば、操作）を検出する検出手段（例えば、プッシュボタン３１
Ｂ，プッシュセンサ３５Ｂ）と、
　予め定められた有効期間（例えば、操作有効期間）中に前記検出手段により動作が検出
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されたときに、該動作が検出されたことを判定する（例えば、図１０-９の１３８ＦＳ２
０２、１３８ＦＳ２０３に示すように、操作有効期間中にボタン操作があったときにボタ
ン操作が検出されたこと（演出実行条件が成立したこと）を判定する、図１０－１０の１
３８ＦＳ３０２、１３８ＦＳ３０３に示すように、操作有効期間中にボタン操作があった
ときにボタン操作が検出されたこと（演出実行条件が成立したこと）を判定する）手動判
定手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０）と、
　前記有効期間中に前記検出手段により動作が検出されないときでも前記検出手段によっ
て動作が検出されたと判定する（例えば、図１０-９の１３８ＦＳ２０９に示すように、
操作有効期間中にボタン操作がなかったときでもボタン操作が検出された（演出実行条件
が成立した）と判定する）自動判定手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０）と、
　前記手動判定手段または前記自動判定手段により前記検出手段によって動作が検出され
たと判定されたことに基づいて、設定値の設定に関連した示唆を行う示唆演出（例えば、
１３８ＦＳ２０７、１３８ＦＳ２１１で実行される第１示唆演出、１３８ＦＳ３０７で実
行される第２示唆演出）を実行可能な示唆演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２
０）とを備え、
　前記示唆演出実行手段は、
　　前記示唆演出として、第１示唆演出と第２示唆演出とを実行可能であり、
　　前記手動判定手段による判定を有効にするとともに前記自動判定手段による判定を有
効にして前記第１示唆演出を実行し（例えば、図１０-１（Ｂ）、図１０-９の１３８ＦＳ
２０１～１３８ＦＳ２０７に示すように、第１モードにおいて、操作有効期間中にボタン
操作があったときにボタン操作が検出された（演出実行条件が成立した）とする判定を有
効にして第１示唆演出が実行される。図１０-１（Ｅ）、図１０-９の１３８ＦＳ２０８～
１３８ＦＳ２１２に示すように、第２モードにおいて、操作有効期間中にボタン操作がな
かったときでもボタン操作が検出された（演出実行条件が成立した）とする判定を有効に
して第１示唆演出が実行される）、
　　前記手動判定手段による判定を有効にする一方で前記自動判定手段による判定を無効
にして前記第２示唆演出を実行する（例えば、図１０-２（Ｃ）、図１０-１０の１３８Ｆ
Ｓ３０１～１３８ＦＳ３０７に示すように、第１モードにおいて、操作有効期間中にボタ
ン操作があったときにボタン操作が検出された（演出実行条件が成立した）とする判定を
有効にして第２示唆演出が実行される一方で、図１０-２（Ｆ）、図１０-１０の１３８Ｆ
Ｓ３０８～１３８ＦＳ３１０に示すように、第２モードにおいて、操作有効期間中にボタ
ン操作がなかったときでもボタン操作が検出された（演出実行条件が成立した）とする判
定が無効になり、操作有効期間中にボタン操作がなかったときは第２示唆演出が実行され
ない）。
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